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1..除草剤 T水中 2,4-D (AICP)｣の研究.水和剤 の物理的性矧 こついて.推名 博,市橋正亀

芳田広男 (石原産業株式会社 四日市研究所)36.ll.20受理

湛水田除草剤としては 2,4-D ェチルエステ)I,水和剤が最も有効であることを見つけ,その稀釈剤

の物理化学的性矧 こついて検討した結果,粒度分布,親水性,吸油払 pHが重要であることが判明し

た.また稀釈剤としては水泡した鉱物粉末が最適であり,0.5-5FL粒経で,かつ高吸油虫の ものが得

られた.水中 MCP水和剤についても同様である.

水中 2,4-D の研兜経過について†即11に述べれば除

T;(刑として 2,4-D が挽回に村人せられた 当打別まソー

ダf払 アミン瓜n̂jの水溶岨臥rJlであり,又米国及び欧

洲等に於ける水剤の班mは畑に限られ,日本の如き水

田は用水不足で一旦搭水すれば何時濯概水が入るか解

らない早駿地瓶 湿田で薪水不価の地格 旺碓排水路

の不完全な地相が大部分を占めており,之等の地才削こ

於ける水稲栽培に対して今迄の除串剤では堤某技術と

して串入するには非71r'Eに閃邦であり除申剤休形の仲立

から云っても之等完全なる水田持古水JT]除i'踊 りの研究が

極めて要望されていた.

今 2,4lD のソーダ肌 10a分 50gを5cm■の推古水

状頂のまま水口のrrl両水に敬神すればlppmの氾班と

なり,之はむしろ机物生長調粒作IT]を示すに近い肌班

となる.従って水田の状況,空中と水中との兆刑効行

の差より水中剤としての必'ffi状件としては,

1. 水に難溶性又は遅溶性除ギi剤なるfli

2. 水中を沈降せしめる為比IiEが水より大なる耶

3. 水中によく均一に分散し,卓越水面下の雑diP両に

よく附召する即が大切である∃iが判明した.

この給料 ま突放によっても確認せられたが,2,4-Dェ

チルエステルの水和剤が最も通している部が解った.

然し乍ら従来の水和剤,例えばBHC水和瓢 DDT

水和札 有機水鋭水和剤等は何れも政和 与均一蛭間紋

をNる互jiのみに目的が置かれていた.水中 2,4-DJT)

水和剤は水円田雨水の流水,対流の行われている水中

を沈帆 雑ILTi柴両に停止附着し,且散布田中にて故Im

終了まで出来る丈沈降の少ない様な水和剤を烈近する

目的でJti通相子形博を研兜した.即Ⅹ綜回折,TE:子疏

微葺払 相成分村その他の物理臥u定法を利用し研究を行

ない矧 こ水中 2,4-D水和利用稀釈剤として兵術すべ

き条l′I'･を求めた所次の通 りであった/

a)約-7'･の大きさ,水巾 2,4-D の粒子の粒度分布を

励'}i:するも0)としては,(イ)1つは水mの水中を少なく

とも1盛夜以内に沈降する事であり,(ロ)他の 1つはFn'

謀朋rllで沈連日しない中である.今粒子の大きさを 0.5

-6/Jとして火 ●々の沈降速度を計算すれば表 1の通 り

である.今水中を沈降する粒子を球状と仮定すれば,

Stokesの班HTJが通TT)されるので本式に?Eltづき次の粂

件で計罪した.

stokesの捌 Il1--遡 上旦1r19q･

It:水沢 10cm

T:畔降榔 'J
g :980cmsee-n･

d.:粒-子の比弧 2.3gcm-3 T

d2'.水の比爪三言1gcm-8

q :水の粘TA:0.0157gcmllsec-1とすると ･

10cm の水沢を沈降する時lET'Jは誠1の迫 りである.

Table1.

Radiusofparticle
SedimentionTimefこ)r
lOcm depthofwater

〟
.

5

1

2

3

4

5

6

0 39.2hrs.

9.8

2.6

54min§.

36

24

16

次にPLL渓桝の似合として,PLl'b'桝の容肘に-ばい水

を張った時の.水深を50cm とし,静止状掛 こ置いたと

すれば表 2の通 りである.

先の(イ)の水田水中を沈降する場合は,水による純亡,

対流, 分解を考慮に入れれば 0.5-1JJ以上の大 きさ

の粒を必要とし,(ロ)の唄霧掛 こ-ばい水を入れた時の

水深は大体50cmでこの中 1割までの沈l卿 ま止むな寺け

1
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Table2.

Radiusofparticle
SedimentionTimefor
50cmdepthofwater

ないとし,1回散布するのに15分要するとすれば5cm

を沈降するのに15分位かかる粒子経であれば大体良い

jilとなるが突際には歩きつつ又は圧力をかけバツプル

させながら歩くので 12分/5cmの粒子経,即 5FL以

下の粒子であれば良いと云える.

従って(イ)(ロ)両条件より粒子の大きさは0.5-5βの半

径をもつものが望ましい.そこで全国より粒子の細か

いと称されるサンプルを取寄せてau定した結氷水野品

以外は何れも恩はしくなく,水位により0.5-5FEの粒

子を災疲れは良いILPが判った./.1ヽ
b)親水性 粒子は水和剤用であるから水に親和性の

ものが必要であるが特に水中 2,4-Dは油状の 2,4-D

ェスチルを18%以上の多丑出合コートせしめる為,棉

に親水性の払い313が必要であった.

C)吸油虫 同じ粒灰分布を示す稀釈剤でも,之に

2,4-Dエステルを氾合コートせしめると沈降が早くな

る幌向が全般的に認められた.この朗因について検討

した紺札 吸油虫に関係がある3iSが判 り,吸油虫をよ

り大きくしてより高氾班の出品を狩るため,鉱物組成,

水温 桝 や,その他の諸条件について検討を行い,現

在の如く,18%もの高批庇水和剤が得られた.

d)pH 一般に出光の有効成分が稀釈剤のアルカリに

よって分解される壬捌ま知られているが,水中 2,4-D

は主成分がエステルである礼 鉱石のpHによって分

解されるであろう事を推定し,その分解試験を行い中

性が望まもい事を認めた.

e)その他は従来の水和剤と変らず又2,4-Dエステ

ルとMCPェ去テルとは大体同様の傾向を示した.

実 験

1) 各班稀釈剤粉末の粒度測定

全国より特に微粉 L) のものを取寄せ,島沖粒度分布

蕗u定船で粉末の粒度を測定した.nrJ定法としては500cc

ビーカーに 300ccの恭滑水を入れる.一方ガーゼを

4枚重ね合はし,サンプル 7gを包み,Tl'U記ビーカー

中の水の中で粧く絞り水中に魅濁させる.au定し柑る

様に用志した平皿沈波皆の申-ガラス枠で出押しつつ

紋を入れ宙ちにさu定を始める.以下常旺通りである.

汎定結果は表3の通りである.

以上の通りで通常 325メッシュ (43FL相当)パスの

カオ1)ン,粘土,タルク,等は粒子が大きすぎて沈降

早く測定不随のものが多かった. この実映により,

0.5FL-5FLの粒子を災めるには水泡によるfjiが一番良

好なる当1が判明した.

2) pH の膨班

2,41Dエステル分解法 :45gSampleに 2,4-Dエ

チルエステル5gを加えよく配合したものを500cc空手

メスフラスコにとり水 300cc加え,60oC及び 100oC
Table3.

sapFleNa-eI'T,hre.dPLacct;.nof

Theradiusofparticles

0-1FL 1-2FL 2-3FL 3-4FL 4-5FL

大 分 白 土

713 品 白 土

アンチパイオール

料

服

七

%

大 宝

土

菜

菜

粘

鉱

鉱

肪 光 山 クレー

サ ン ドライト

Gemlite

セ リ･サ イ ト

座

超

酸

産

産

分

払

潟

山

大

福

大

新

岡

山

･3

州

岡

砧

九

大

超越超酸由良産産

%4

7

7

3

8

26

7

訪

46

1

5

0

3

1
2
･
1

50
･
30

11

22

n

l1
.

%1

5

6

7

0

0

3

8

8

2

3

6

2

1

6

3

2

1

%6

1

7

0

4

1

2

8

12

別

12

6
.
4
.
5
.
15
.
3

7

0

t
5
･
15

10

15

23

別

6

5

】
14

20

14

22

15

39

5
.
7%5
.
7%

6
.
57
.
1

10
.
76
.
8

8
.
55
.
1

1
.
41
.
4

3
.
9

68245335399892117897523857583131

elutriation,

%

514400259304132202780907232乃201951お8-4
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に時々択i.nLつつ4柑(1rJJun熱処理し, 冷後 500ccの

抑鰍 こiBせしめてこの抽出紋を夫々100cc坑は り,柿

硫恨 (1:1)にて酸性となし, 一夜政和すれば 2,4-

dichlorophenoxyaceticacidが析出する. これをエ

ーテル仙川比に従って定見し,た.･214によI)括性比の

打h-V､癌性白土の-1三両括性よりもむしろエステルの分解

はpHによって左おされるflfが脈った.

Table4.

solu･2g/5,OccH30

3) 吸油虫削り定

従来吸油虫と云う概念は出典稀釈剤として余 り考慮

されていなかったが,水中 2,4-D の如く商況皮のエ

ステルを稀釈剤に含有させる泣味に於て柾めて大切で

あり,これに閃し次の研究を行った.

吸油虫の測定法 :水分除去した Sami'1e粉末 2gを

硝子坂上に田き,t='ウレット(10cc容1/20cc目盛)

よりまず ethy12,4-dichlorophenoxyacetate(2,4-D

エステルと以下称す)1ccを中央-滴下する･それを

一定励精のヘラをmい練ってゆく,.バラバ.ラなれば妃

に1回に2琉づつ 2,4-Dェスチルを加え練合はし,

噸次くり返し,全Sampleがヘラに田かする点を終点

とし消f2cc数を読む.

吸油虫-2,4-Dエステル滑空竺ccx比延×50 本法に

よって各班稀釈剤を測定した紙卿 ま衣5の迫 りである.

以上の実験結果吸油虫の多い.COは,極めて微粉末の

もの (シ1)カ,酸化チタン), 珪藻土 (Superfloss,

Gemlite)鉱石粉末 (ジークライ ト)であった.水中

2,4-D 用として, 余 り微粉末のものは沈降せず不適

で,班T.ES土はm肺に過ぎるので以下鉱石粉末について

粒々検討した.

a) 鉱石処刑はと吸池LlTEとのBg係

イ) ボールミル粉砕u:･ 鉄魁ボール ミルにてジーク

ライト瓜鉱を粉砕し,一定時IL.J柘にSamplingを行っ

て吸池貝を81TJ起した紙料 ま衣6の血 りである.

Table6.

Crushingtlme(hr.)l OilAbsorption

0
1

2

4

6

23.4

21.8

20.2

22.5

23.4

usedJeakliteore

本突放より迫'iほ粉砕すれば袋両L'1が増加して吸油虫

が和す告であるがボールミルで粉砕すれば初期段階で

磨娘により=i三両が517-mになり.吸油虫が減少し,更に

長押 nJ粉砕すれば和子が全体として小となるね吸油虫

が和犬するものと.思われる.

ロ) アトマイザー粉砕凪舵班'･ボール ミルでは磨滅

のLV轡があると似えたので粉砕田の班別を選び特に破

砕を主とするアトマイザーをTT]い粉砕風位して吸油虫
を測起して見たJVr-&7の並りであった.

Table7.

sa-p-eName Ioilabsorption

和 白 白 土 原 鉱 粉 枠 品

同 上 粉 砕 風 位 品 (細)

･′ (班)

表7より,粉砕風泊により必ずしも吸油虫が上る郡

はなく何か他の因子がある様に瓜はれる.

Table5.

sampleNamefoilAbsorptionfsampleNameIoilAbsorptionIsampleName'loilAbsorption
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ハ) 水油は 2),3).Sampleをビ-カーに入れ更に水を

加えてよく授拝し10分間放mtEi後沈澱物を捨て懸濁紋中

の粒子を氾し取り乾燥粉砕して試料とした結果は衣8

の通りである.

tl
Table8.

sampleNameI sa-plc I Elg:na,tieon

-218の迫り水椴を行えば吸油虫が多くなる事が判っ

た.

ち) 高吸油虫鉱石の検討

前記の迫り鉱石の極現によって吸油虫が変わるが,

この原因が何処にあるかを追及する目的でまず高吸油

虫を有するジ-クライト4)と低吸油虫の大分白土につ

いて磁子疏徽銃にて検討してみた所次の通 りであっ

た.

イ) 応手孤放生かこよる班 ジークライトは六角形の

カオ')ン5)以外に矧 IL状のセt)サイトを多く含有して

いるに反し,大分白土はα･Cristobaliteの塊状物で両

者を比悦した丈でも吸油虫lNに左が生ずると思われ

た.rtT紺j鉱石粉末の成分はX線凶折,結晶形より判定

した.

ロ) .X線回折による方は ジークライト出品申吸油

虫14.07より47.0までの試料13ケを取出し各々 X線

回折図6'よりその組成を求め,夫々の邦丁 ピーク･O

intensityを計り, 吸油虫と組成について検討を行っ

た所セ1)サイ心/カオ1)ンの比が大きい程,α･Quartz

が少ない程,ハロイサイ･ト7)の混入がある私 吸油虫

が大である額が判明した.その結果は袈9の迫りであ

る.

ハ) 堵表面L')との関係

比表面brl測定法として虫も簡便な空気透過法によりI
CarmanS)の式を用い,法直は試料充唄層に空気を迫

過せしめる水波氏等9) の実験を参考として行った.

比表面税について吸油量との関連性があると思はれ

たが考IOの通り一定の悦向はこの場合認められなかつ

Table10.

S｡PfaatceeOireaIDi慧…Ter

Table9.

･o･ 1Abs.0,iLti｡n
Sericite IKaolinite 1 SiOと Halloysite lserii liselln ite
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た.

Rateofsurfacearea(me/cm3)

St三=8.87×107Xt十

MeanDiameter(cm)Dt-6′/St

c) 収用鉱石粉末成分

ジークライト SiO2(α･Q.) HこKA13(Sto一)3

Al.Silos(OH)l

大 分 白 土 SiO空くLT･Cristobalite)

福 島 白 土 SiO2(α･C.) NaAISi308

大 宝 鉱 業 SiO2(a･C.)

サン ドライ ト SiO2(α-C.)･NaAISiJO8

伊藤座業A.B SiO2(α･Q.) H,KAl3(SiO.)L3

白田カオ.)ン SiO三(a･Q.) H2KAla(Sto一)3

Clay

Superfloss 召…預土

Gemlite 班凍土 .

服 部 鉱 菜 SiO2(Er･Q.) H2KAl3(SiO一)3

以上Ⅹ一線回折による.

HとO SiO2 Feニ03

肪光山クレー 0.41 64.､42 0.68

タ ル ク 0.32 51.79 0.59

ベン トナイト 10.15 64.30 3.68

以上況式分析による

紐 括

1) 2,4-Dの湖水円恥';t刑の研'Jlを行い2,4-Dエチ

ルエステ).V水和剤が瓜も泊切なるりIを知った.

2) 2.4-Dエチルエステル水和剤 (水rlI2,4-D)の笹注

剤形頂を研兜する口的で水和剤爪稀釈剤の物部化学的

仕口を検討した..

3) 水中 2,4-D水和剤用稀釈剤としては粒度分布,

親水性,吸油虫,pH,が重要な事が解った.

4) 特に水放せる鉱物粉末が最適であ,り,0.5-5FL粒

経で且高吸油虫のものが得られる事が解づた.

5) 水中MCP水和剤も2,4-D と同様であった.

終 りに当り種々御指導を給はった木村南島 益川次長

並びに援助をして戴いた研究室の皆様に深謝致します.
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Summery

1) Astudycontrollingsubmergedsquaticweeds

onthepaddyfieldwasmadebyusing2,4-D

MCP,andwefoulld●thatwettablepoh'derof

2,4-Dethylesterwasmosteffective.

2) Nextwestudiedonthephysical pr/6'periie;

ofwettablepowderofthem,concerlledvJith

granulasize,hydroplihicproperty,oilabsorp･

tion,pH..

3) Thedesirablepowderwhichhasr-0･5-5/∫

size,highoilabsorptionwasobtainedbythe

methodofelutriation.

4) Thecaseof"AquaMCP"wassameasHAqua

2,4-DH.


